
岐阜県リニア中央新幹線活用戦略 

県、県内全市町村、観光団体、産業経済団体、有識者からなる 
「岐阜県リニア中央新幹線活用戦略研究会」では、 
リニア中央新幹線の開業効果を県内全域に最大限に波及させ、 
岐阜県の地域づくりを戦略的に進めていくため、平成２６年３月に 
「岐阜県リニア中央新幹線活用戦略」を策定しました。 

リニアミナモ 
©岐阜県／JR東海協力 

岐阜県とリニア中央新幹線 

戦略の視点 

中津川 
ＩＣ 

中津川 
市役所 

木曽川 

中津川市千旦林に設置される地上駅。 
ＪＲ中央本線の美乃坂本駅に近接して 
設置されます。 
ノンストップの場合、東京へは３４分、 
名古屋へは１３分と試算されています。 

リニア岐阜県駅 

沿線で２か所設置される車両基地のうち、 
唯一工場が付帯しています。 

中部車両基地（工場） 

１ 広域的に効果を波及 

 ・既存の交通ネットワークとの連携や再構築、交通隘路の克服を進め、 
  「岐阜県の東の新しい玄関口」リニア岐阜県駅の県内アクセス圏域を拡大 
 ・名古屋市ターミナル駅の活用も視野 
 ・リニア岐阜県駅に近い愛知県北東部、長野県南西部からの利用も念頭 

２ 大都市機能を分担 

 ・リニア中央新幹線によって東京・名古屋・大阪の３大都市圏が結ばれ、 
  世界にも類例のない巨大な都市集積圏域が形成 
 ・東京圏の中枢機能のバックアップ場所として、同時被災の可能性の 
  低さ、容易で確実なアクセスから、リニア岐阜県駅周辺は優位 

３ 岐阜県独自の魅力を発揮 

 ・都市部や海外から訪問客から行き先として選択されるためには、 
  地域独自の魅力を発揮することが重要 
 ・「飛山濃水」といわれる日本らしい風景・景観や、1000年を超える 
  伝統を持つ地場産業と文化といった、岐阜県独自の地域資源を 
  地域づくりのモチーフとして積極的に採用 
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■「リニアの見える丘公園」の整備 
■車両基地の一般公開の働きかけ 
■関係者の視察、一区間体験乗車を含む 
 産業観光商品開発 
■リニアミナモの活用 など 

■街道沿線市町などで中山道、東山道などを 
 活かした街道観光を振興 
■地域産業の要素を取り入れた観光資源開発 
■ウォーキングをテーマにした観光商品開発 
■JR在来線の輸送力を強化の働きかけ など 

■明知鉄道のリニア岐阜県駅直結の検討など 
 沿線の観光資源開発 
■国道２５７号沿線の道の駅や  
 地歌舞伎芝居小屋の活用 
■首都圏でのプロモーション など 

観光振興・まちづくり戦略 
岐阜県リニア中央新幹線活用戦略 

鳳凰座 

恵那峡 

道の駅 
どんぶり会館 

岩屋堂 
鳥原渓谷 

道の駅 
瀬戸しなの 

猿投温泉 

愛知県 
緑化センター 

香嵐渓 

妻籠宿 

昼神温泉 

木曽福島 木曽駒高原 

下條温泉郷 

駒ヶ根高原 

光前寺 

土岐プレミアム・ 
アウトレット 

笠置山 
クライミングエリア 

美濃白川 
四季彩街道 

八百津のおやつ 

愛・地球博 
記念公園 

リニア中央新幹線 

中央自動車道 

東海環状自動車道 

伏見宿 
御嶽宿 

細久手宿 

大湫宿 
中津川宿 

落合宿 

国道１９号 

ＪＲ中央本線 

明知鉄道 

愛知県 

長野県 

岐阜県 

相生座 

五毛座 

リニア 
長野県駅 

恵那銀の森 

新たな東西観光軸 
「いにしえ街道」 

岐阜ローカル鉄道の旅 
（明知鉄道） 

道の駅おばあ 
ちゃん市・山岡 

きなぁた瑞浪 

宮盛座 

大井宿 

蛭子座 

白雲座 

東座 

中部車両基地（工場） 

馬籠宿 

： 年間100万人以上の入込客のある観光スポット 

： 岐阜の宝ものと地歌舞伎芝居小屋 

： 明日の宝もの 

： 年間30万人以上100万人未満の入込客のある観光スポット 

リニア岐阜県駅 

平成記念公園 
日本昭和村 

花フェスタ 
記念公園 

湯の華 
アイランド 

ＪＡめぐみの 
とれった広場 

下呂温泉 

かしも明治座 

新たな南北観光軸 
「東美濃ふるさと街道」 

常盤座 

中津川の 
栗きんとん巡り 

道の駅 
志野・織部 

国道257号 

岩村城跡と 
岩村城下町 

道の駅どんぐり 
の里 いなぶ 

国道257号 

道の駅 
そばの郷 
らっせい 
みさと 

国道41号 

■県産品を活用した土産物などの商品開発・販路開拓 
■リニア岐阜県駅、名古屋市ターミナル駅、岐阜羽島  
 駅、北陸新幹線からの広域観光ルートの設定 
■海外誘客の推進 
■県民・市民全体のおもてなし意識の醸成 など 

「東美濃ふるさと街道」 
（新たな南北観光軸） 

3 
リニア中央新幹線の 
観光資源としての活用 

5 
観光誘客と連携した 
移住・定住人口の拡大 

2 
「いにしえ街道」 
（新たな東西観光軸） 

4 
岐阜県全域への 
観光振興効果の波及 

6 空き家のオフィス活用 

■農業・林業などの体験観光と連携し、 
 移住・定住候補地としてＰＲ 
■ニーズに合った環境の整備や空き家 
 情報の提供などの条件整備 
■立地する企業の従業員の定住促進 など 

■空き家をスモールオフィスとして 
 活用できるよう、情報整理・提供 
■ワンストップ対応できる体制整備 
■高速ネットワークなどの情報環境整備 
■テレワークのニーズ調査 など 

東濃地域周辺の主要観光スポット 

リニアミナモ 
©岐阜県／JR東海協力 
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■東海環状自動車道、中央自動車道及びリニア 
 中央新幹線が交差する「東濃クロスエリア」 
 に工場を誘致 
■推進体制の構築 
■企業ニーズに応じた人材育成 など 

■東京圏とアクセスが容易で、同時被災可能性が 
 低いことをアピールし、バックアップ施設を誘致 
■国の動向を注視しながら、 
 首都機能の一部移転を検討 

■事業所の立地適地を調査し、受入れ体制を整備 
■リニア岐阜県駅周辺に、業務系の 
 業種・施設を誘致 
■駅周辺に本社機能を移転する企業に 
 対して支援する制度を創設 など 

産業振興戦略 
岐阜県リニア中央新幹線活用戦略 

■リニア車両製造等関連企業の動向調査と 
 進出支援 
■地元雇用のための人材の育成 
■車両基地従業員の定住促進 
■関連する大学・研究施設の誘致 など 

業務機能誘致、本社機能誘致 

3 工場誘致 

5 建設段階の経済効果波及 

2 
行政中枢機能のバックアップ施設誘致、 
首都機能の一部移転 

4 車両基地の地域経済への効果波及 

■県内企業の建設工事受注機会の拡大 
■工事関係者の衣食住の需要の地域内での受け止め 
■建設現場を見学ポイントとして活用 
■建設発生土の適切な処分と、住宅・工業用地などへ  
 の有効活用 

20分圏 

リニア岐阜県駅周辺の業務機能・本社機能誘致想定エリア 

【三菱UFJリサーチ＆コンサルティング(株)による算出】 

： 現在分譲中の工場用地 

： 今後開発可能性を検討する候補エリア 
  （アクセス条件と用地（土地利用）の状況を元に 
   三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）が提示） 

リニア岐阜県駅 

恵那駅 

美乃坂本駅 

中津川駅 

中津川IC 恵那IC 

瑞浪IC 

瑞浪駅 

10分圏 

中津川市 

多治見市 

土岐市 

瑞浪市 

恵那市 

可児市 御嵩町 

東海環状 

自動車道 
長野県 

愛知県 

リニア 
中央新幹線 

東濃クロスエリア 

企業誘致ゾーン 

20分圏 

業務機能・本社機能 

誘致想定エリア 

10分圏 

中津川ＩＣからの 
時間・距離 

行先 時間 距離 

恵那IC 7分 9km 

瑞浪IC 21分 28km 

土岐IC 24分 32km 

多治見IC 31分 41km 

美乃坂本駅からの 
時間・距離 

行先 時間 距離 

中津川駅 6分 6km 

恵那駅 5分 5km 

瑞浪駅 21分 23km 

土岐市駅 27分 30km 

多治見駅 35分 37km 

※名古屋-多治見間：35分 36km 

リニア沿線の工場用地候補 

▲山梨リニア実験線で走行する新型車両「L０系」（写真提供：山梨県） 



1 

■リニア岐阜県駅への停車本数の確保、速達型列車の  
 停車についての働きかけの実施 
■岐阜駅－美乃坂本駅間の直通列車の運行、 
 特急「しなの」の美乃坂本駅停車、 
 在来線の輸送力強化などについての 
 働きかけの実施 
■駅のバリアフリー化 など 

■リニア岐阜県駅から県内全域への道路アクセスを 
 強化 
■2027年度の名古屋開業を見据えて整備する「第一 
 次整備計画道路」、名古屋開業後の状況を見ながら 
 整備する「第二次整備計画道路」、名古屋開業後の 
 状況を見ながら中長期的な整備を検討する 
 「第三次整備計画道路」と、 
 優先順位を勘案し、段階に沿った 
 整備を実施 

■駅を岐阜県独自の魅力を発信するランドマークと 
 して整備 
■乗換えの機能を重視した駅・駅前広場の整備 
 （美乃坂本駅との連絡施設、美乃坂本駅の改修 
  など） 
■必要な広さの駐車場の確保 
■レンタカー施設、バス、タクシーの乗換えスペース  
 の整備 
■観光案内所、物産販売店、飲食店の整備 など 

基盤整備戦略 
岐阜県リニア中央新幹線活用戦略 

■リニア岐阜県駅を、県内や長野県の観光地への 
 長距離バス拠点として整備 
■観光目的と生活目的を分離した 
 バスバース整備 
■リニア開業に伴う路線バス 
 ネットワークなどの検討 など 
 

駅及び駅周辺整備 

3 県内鉄道交通ネットワーク強化 

2 アクセス道路整備 

4 
リニア岐阜県駅からの 
バスネットワーク整備 

リニア岐阜県駅 

濃飛横断自動車道 
（リニア関連工区） 

美乃坂本駅 

濃飛横断自動車道 
（木曽川美恵橋以北） 

三河東美濃連絡道路 

中津川市・恵那市の中心 
市街地を直結する道路 

  凡例 
     ：第一次整備計画道路          ：第二次整備計画道路           ：第三次整備計画道路            ：その他の道路 
 
 
     
      
 
              

東濃西部都市間 
連絡道路 

土岐津・下石工区 

東濃西部地域 

駅周辺拡大図 

駅前広場 

駅間連絡施設 

駅進入道路 

リニア岐阜県駅へのアクセス道路整備 

濃飛横断自動車道 

 
 
 
 


